
 

８月１６日からの大雨に係る関係課長会議の開催結果について 
 

１．開催日時 

  令和４年８月１６日（火） １５：００～１５：１５ 

 

２．会議概要 

場 所：島根県庁６階 防災センター室 

出席者：防災部長、次長、各部局主管課長、関係課長及び松江地方気象台 

計３１名 

 

３．内  容  

（１）今後の天気の見通しについて 

【松江地方気象台】 

・資料１により説明 

 

（２）今後の対応及び体制等について 

【健康福祉部】 

・所管する社会福祉施設等に対し、気象情報の収集に努め、入所者等の避難方法や職員 

間の連絡体制の確認など、安全確保に万全を期するよう注意喚起の文書を発出予定。 

 

・新型コロナウイルス感染症自宅療養者等の避難に備え、保健所に対し、市町村への情 

報提供等を迅速に対応できる体制を整えておくよう指示済み。 

 

【防災危機管理課】 

・市町村に向けては、本日、資料２を発出し、特に、避難に関する情報は、時機を失す 

ることなく発令し、確実に伝達することなど、対応に万全を期すよう要請しています。 

 

・各部局及び関係機関におかれては、次の５点について対応をお願いします。 

①気象台などから提供される気象情報やしまね防災メールなどで入手できる最新の 

気象情報を確認すること。 

②被害等の情報を入手した際は、速やかに、防災危機管理課まで連絡すること。 

③各部局別・地区別に作成している「災害活動マニュアル」により、あらためて災害 

応急対策の具体的な活動内容を確認すること。 

④気象状況によっては、災害発生前の段階から、各地区災害対策本部から市町村への 

情報収集員の派遣や管理職リエゾンの派遣も想定されるため、迅速に対応できるよ 

う、派遣予定者の確認などの準備をしておくこと。 

⑤防災部では、今後の気象状況に応じ、順次、体制を強化し、対応する。県の災害体 

制を引き上げて対応することも想定されるため、災害体制基準に留意しつつ、今一 

度、職員の緊急連絡先の確認など参集体制等を確認しておくこと。 

 

 

 

 

令和４年８月１６日 

防災部防災危機管理課 

防災第二グループ 松村 

ＴＥＬ 0852-22-5885 

ＦＡＸ 0852-22-5930 



（３）防災部長コメント 

・先ほど松江地方気象台から、１７日から１８日にかけて、前線が西日本に停滞する見 

込みで、大雨となるおそれがあり、浸水害、土砂災害、河川の増水や氾濫に警戒が必 

要との説明があり、今後発表する気象情報に十分に注意が必要ということであった。 

 

・県民の皆様には、夏休み中の方もいらっしゃるかもしれませんが、今後の気象情報に、 

十分に注意して頂くとともに、市町村からの避難情報を確認し、早め早めの避難行動 

をとって頂きますようお願いします。 

 

・特に、高齢者の方や避難に時間を要する方などは、適切な避難行動がとれるよう、あ 

らかじめハザードマップなどで避難先や避難の経路、その手段などを、ご家族や周囲 

の方々と十分に確認して頂き、避難の準備をお願いします。 

 

・新型コロナウイルス感染症の感染をおそれて、避難行動を控える、遅れることがない 

ようにお願いします。 

 

・市町村におかれては、今後、避難指示などの避難情報の発令や避難所の開設が必要と 

なる可能性がありますので、体制を確保し、迅速かつ的確な対応をお願いします。 

 

・避難所開設の際には、受付時の検温や問診、マスクの着用など、新型コロナウイルス 

感染症防止対策に万全を期していただくようお願いします。 

 

・被害規模等の情報の収集・連絡は、的確な災害応急対策や被災者支援、早期の復旧・ 

復興につながるため、速やかに県へ報告をお願いします。 

 

・庁内各部局においては、今後の気象情報に注意するとともに、関係する機関に対して 

速やかに注意喚起すること。 

 

・また、しまね防災メールなどで入手できる最新の気象情報や県の体制に注意し、災害 

対策本部が設置された場合には、災害対策本部事務局運営要領に基づき、各部局から 

事務局へ応援要員を派遣すること。 

 

・この会議終了後、あらためて、関係機関や部局内での緊急連絡体制を確認するととも 

に、市町村とも緊密に連携して、万全に対応すること。 



８月１６日からの大雨に係る関係課長会議

日時：令和４年８月１６日（火）１５：００～

場所：防災センター室

議 題

１．今後の気象予報について（松江地方気象台）

２．今後の対応について

３．その他



8月16日以降の気象状況について

令和4年8月16日
松江地方気象台

資料１



8月16日以降の気象状況について 令和4年8月16日15時00分 松江地方気象台

2

16日09時の地上天気図 16日12時のレーダーエコー 16日12時の衛星画像

16日に前線が南下し、18日にかけて西日本付近に停滞

16日21時の予想 17日21時の予想

１



8月18日にかけての島根県への影響

北海道付近にある低気圧からのびる前線が16日に山陰沿岸まで南下。その後、17日から18日にかけ
て西日本に停滞する見込み。1時間降水量は50ミリ。浸水害、土砂災害、河川の増水や氾濫に警戒。

２



11時発表の週間天気予報

11時発表の早期注意情報
（警報級の可能性）

18日にかけて、早期注意情報（警報級の可能性）は［高］。20日に気圧の谷の通過に
より雨を見込む。今後、20日も警報級の可能性［中］となる可能性もある。 ３



防 第 ２ ０ ５ 号

令 和 ４ 年 ８ 月 １ ６ 日

各 市 町 村 長 様

（防災担当課）

島根県防災部防災危機管理課長 

８月１６日からの大雨に対する警戒について

このことについて、今後の気象台が発表する警報、気象情報等に留意し、特に次の事項に注意し

対応に万全を期するとともに、貴市町村内の関係機関に対しても、この旨を周知頂くよう併せてお

願いします。

記

１ 気象警報、土砂災害警戒情報、指定河川洪水予報、大雨警報・洪水警報の危険度分布などの防

災気象情報等を収集し、住民等に対し早い段階から確実な情報提供を行うこと。

また、避難指示等発令時に円滑に避難できるよう避難場所を明確にし、住民等に周知すること。

防災気象情報等の伝達に当たっては、防災行政無線（同報系）、緊急速報メールを始め、マス

メディアとの連携や広報車・インターネット（ホームページ、ＳＮＳ等）・コミュニティＦＭな

どの多様な伝達手段を活用し確実に伝達するとともに、新型コロナウイルス感染症感染拡大を

防ぐ観点からも、安全な場所にいる人は避難場所に行く必要がないことや、安全な親戚・知

人宅も避難先となり得ること等について住民の理解を促すこと。

２ 避難指示等の発令の際は、以下の点に留意すること。

（１）時機を失することなく、空振りをおそれずに躊躇なく発令すること

（２）発令する際には対象者ごとにとるべき避難行動がわかるように繰り返し伝達すること。

（３）「避難情報に関するガイドライン」（令和３年５月）に沿って、避難指示等に対応する５段

階の警戒レベルを付して伝達するとともに、既に災害が発生している又は切迫している状況

である際には、命を守るため直ちに身の安全を確保する必要がある段階であることを伝える

「緊急安全確保」（警戒レベル５）を可能な範囲で発令すること。

（４）避難が必要な状況が夜間、早朝となる場合は、努めて早い段階に、高齢者等避難（警戒レ

ベル３）を発令し、特に要配慮者の避難時間を充分に確保すること。

（５）避難指示等の発令は多様な伝達手段を活用し住民等へ確実に伝達すること。

（６）特に、土砂災害は、突発的に発生し、発生場所や発生時刻の詳細を予測することが困難で

命の危険を脅かすことが多い災害であることから、土砂災害警戒情報が発表された場合は、

直ちに避難指示（警戒レベル４）を発令することを基本とすること。

（７）高齢者等避難（警戒レベル３）の発令の段階で、主要な指定緊急避難場所を開設し始めると

ともに、仮に開設を終えていなくとも、避難指示等の発令基準を満たした場合には、躊躇なく

発令すること。

（８）新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、避難所を可能な限り多く開設する、避難所

は十分なスペースを確保するなど、対策に万全を期すこと。

３ 避難指示等を発令した場合については、被害の有無に関わらず、総合防災情報システムなどを

活用し、直ちに県など関係機関に報告すること。

資料２


